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平成１８年１１月１３日 平成１８年１２月８日
有　(1単元 100株）

１．１８年９月中間期の業績（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日）

(1)経　営　成　績 （百万円未満切捨）

　百万円 ％ 　百万円 ％ 　百万円 ％
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 ( △ )  ( △ )  ( △ )

　百万円 ％ 円 銭
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 ( △ )

（注）① 期中平均株式数    18年9月中間期　54,180,319株　17年9月中間期  53,971,345株   18年3月期  54,068,690株

　　　② 会計処理の方法の変更 無

　　　③ 売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパ－セント表示は、対前年中間期増減率

(2)財　政　状　態

百万円 百万円 ％ 円 銭

（注）① 期末発行済株式数    18年9月中間期　54,179,487株　17年9月中間期  54,184,113株  18年3月期  54,181,078株

　　　② 期末自己株式数　    18年9月中間期      36,976株　17年9月中間期      32,350株  18年3月期      35,385株

２．１９年３月期の業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

百万円 百万円 百万円

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 75円 67銭

３．配当状況
・現金配当

※  上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に
　よって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
　  なお、上記予想に関する事項については、添付資料連結５ページをご参照下さい。
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６６６６．．．．個別中間財務諸表等個別中間財務諸表等個別中間財務諸表等個別中間財務諸表等

当中間会計期間末 前中間会計期間末 前事業年度の要約貸借対照表

科　　　目 金　　額 構成比 金　　額 金　　額 構成比

（（（（資産資産資産資産のののの部部部部）））） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

流動資産流動資産流動資産流動資産

現 金 及 び 預 金 2,108 1,531 577 959
受 取 手 形 13,492 12,046 1,445 14,776
売 掛 金 29,781 26,899 2,882 27,387
有 価 証 券 14,036 15,522 △ 1,486 20,574
た な 卸 資 産 16,706 16,392 313 14,051
そ の 他 2,402 4,107 △ 1,705 2,779
貸 倒 引 当 金 △ 275 △ 51 △ 223 △ 157
流流流流 動動動動 資資資資 産産産産 合合合合 計計計計 78,25178,25178,25178,251 55.055.055.055.0 76,44876,44876,44876,448 55.455.455.455.4 1,8031,8031,8031,803 80,37180,37180,37180,371 56.956.956.956.9

固定資産固定資産固定資産固定資産

有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産

建 物 及 び 構 築 物 7,228 7,643 △ 414 7,413
機 械 及 び 装 置 3,927 4,171 △ 244 4,041
工具器具及び備品 4,126 4,603 △ 477 3,929
土 地 6,530 6,542 △ 12 6,545
そ の 他 264 379 △ 115 243
有有有有形形形形固固固固定定定定資資資資産産産産合合合合計計計計 22,07622,07622,07622,076 15.515.515.515.5 23,34123,34123,34123,341 16.916.916.916.9 △△△△ 1,2641,2641,2641,264 22,17322,17322,17322,173 15.715.715.715.7

無形固定資産無形固定資産無形固定資産無形固定資産 600600600600 0.40.40.40.4 510510510510 0.40.40.40.4 89898989 615615615615 0.40.40.40.4

投資投資投資投資そのそのそのその他他他他のののの資産資産資産資産

投 資 有 価 証 券 27,876 23,478 4,397 23,820
そ の 他 13,665 14,389 △ 724 14,326
貸 倒 引 当 金 △ 99 △ 86 △ 12 △ 77
投投投投資資資資そそそそのののの他他他他のののの資資資資産産産産合合合合計計計計 41,44241,44241,44241,442 29.129.129.129.1 37,78137,78137,78137,781 27.427.427.427.4 3,6603,6603,6603,660 38,07038,07038,07038,070 27.027.027.027.0

固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 合合合合 計計計計 64,11964,11964,11964,119 45.045.045.045.0 61,63461,63461,63461,634 44.644.644.644.6 2,4842,4842,4842,484 60,85860,85860,85860,858 43.143.143.143.1

資資資資 産産産産 合合合合 計計計計 142,370142,370142,370142,370 100.0100.0100.0100.0 138,082138,082138,082138,082 100.0100.0100.0100.0 4,2874,2874,2874,287 141,229141,229141,229141,229 100.0100.0100.0100.0

（平成18年9月30日） （平成17年9月30日）

金　　額

（１）中間貸借対照表

対前中間期比

増　　減 （平成18年3月31日）

構成比

－単体２－



当中間会計期間末 前中間会計期間末 前事業年度の要約貸借対照表

科　　　目 金　　額 構成比 金　　額 金　　額 構成比

（（（（負債負債負債負債のののの部部部部）））） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

流動負債流動負債流動負債流動負債

買 掛 金 28,794 24,835 3,959 28,311
未 払 金 4,528 4,333 194 4,812
未 払 法 人 税 等 930 883 47 752
賞 与 引 当 金 1,844 1,615 228 1,357
アフターサービス引当金     －  1,160 △ 1,160     －  
そ の 他 1,134 1,211 △ 77 1,236
流流流流 動動動動 負負負負 債債債債 合合合合 計計計計 37,23137,23137,23137,231 26.226.226.226.2 34,03834,03834,03834,038 24.724.724.724.7 3,1933,1933,1933,193 36,47036,47036,47036,470 25.825.825.825.8

固定負債固定負債固定負債固定負債

退 職 給 付 引 当 金 1,792 1,702 90 1,741
役員退職慰労金引当金 1,320 1,613 △ 293 1,645
そ の 他 271 245 26 262
固固固固 定定定定 負負負負 債債債債 合合合合 計計計計 3,3853,3853,3853,385 2.42.42.42.4 3,5623,5623,5623,562 2.62.62.62.6 △△△△ 176176176176 3,6503,6503,6503,650 2.62.62.62.6

負負負負 債債債債 合合合合 計計計計 40,61740,61740,61740,617 28.528.528.528.5 37,60037,60037,60037,600 27.227.227.227.2 3,0163,0163,0163,016 40,12140,12140,12140,121 28.428.428.428.4

（平成18年3月31日）

構成比 金　　額

対前中間期比

増　　減（平成17年9月30日）（平成18年9月30日）

－単体３－



当中間会計期間末 前中間会計期間末 前事業年度の要約貸借対照表

科　　　目 金　　額 構成比 金　　額 金　　額 構成比

（（（（資本資本資本資本のののの部部部部）））） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

資   本   金資   本   金資   本   金資   本   金 － － 6,4596,4596,4596,459 4.74.74.74.7 △△△△ 6,4596,4596,4596,459 6,4596,4596,4596,459 4.64.64.64.6

資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 － 8,719 △ 8,719 8,719
資本剰余金合計資本剰余金合計資本剰余金合計資本剰余金合計 － － 8,7198,7198,7198,719 6.36.36.36.3 △△△△ 8,7198,7198,7198,719 8,7198,7198,7198,719 6.26.26.26.2

利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金 － 1,614 △ 1,614 1,614
任意積立金 － 80,400 △ 80,400 80,400
中間(当期)未処分利益 － 2,388 △ 2,388 3,302
利益剰余金合計利益剰余金合計利益剰余金合計利益剰余金合計 －－－－ － 84,40384,40384,40384,403 61.161.161.161.1 △△△△ 84,40384,40384,40384,403 85,31785,31785,31785,317 60.460.460.460.4

そのそのそのその他有価証券評価差額金他有価証券評価差額金他有価証券評価差額金他有価証券評価差額金 － － 985985985985 0.70.70.70.7 △△△△ 985985985985 707707707707 0.50.50.50.5

自自自自　　　　己己己己　　　　株株株株　　　　式式式式 － － △△△△ 85858585 △△△△ 0.10.10.10.1 85858585 △△△△ 94949494 △△△△ 0.10.10.10.1

－ － 100,481100,481100,481100,481 72.872.872.872.8 △△△△ 100,481100,481100,481100,481 101,108101,108101,108101,108 71.671.671.671.6

－ － 138,082138,082138,082138,082 100.0100.0100.0100.0 △△△△ 138,082138,082138,082138,082 141,229141,229141,229141,229 100.0100.0100.0100.0

((((純資産純資産純資産純資産のののの部部部部））））

株主資本株主資本株主資本株主資本

資   本   金資   本   金資   本   金資   本   金 6,4596,4596,4596,459 4.54.54.54.5 －－－－ － 6,4596,4596,4596,459 － －

資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 8,719 － 8,719 －
その他資本剰余金 0 － 0 －
資本剰余金合計資本剰余金合計資本剰余金合計資本剰余金合計 8,7198,7198,7198,719 6.16.16.16.1 －－－－ － 8,7198,7198,7198,719 － －

利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金利 益 剰 余 金 －
利 益 準 備 金 1,614 － 1,614 －
その他利益剰余金

任意積立金 81,900 － 81,900 －
繰越利益剰余金 2,581 － 2,581 －
利益剰余金合計利益剰余金合計利益剰余金合計利益剰余金合計 86,09686,09686,09686,096 60.560.560.560.5 －－－－ － 86,09686,09686,09686,096 － －

自自自自　　　　己己己己　　　　株株株株　　　　式式式式 △△△△ 99999999 △△△△ 0.10.10.10.1 －－－－ － △△△△ 99999999 － －

株主資本合計株主資本合計株主資本合計株主資本合計 101,176101,176101,176101,176 71.171.171.171.1 －－－－ － 101,176101,176101,176101,176 － －

評価評価評価評価・・・・換算差額等換算差額等換算差額等換算差額等

その他有価証券評価差額金 577 － 577 －
評価評価評価評価・・・・換算差額等合計換算差額等合計換算差額等合計換算差額等合計 577577577577 0.40.40.40.4 －－－－ － 577577577577 － －

101,753101,753101,753101,753 71.571.571.571.5 －－－－ － 101,753101,753101,753101,753 － －

142,370142,370142,370142,370 100.0100.0100.0100.0 －－－－ － 142,370142,370142,370142,370 － －

対前中間期比

増　　減（平成17年9月30日）（平成18年9月30日）

負負負負 債債債債 ・・・・ 純純純純 資資資資 産産産産 合合合合 計計計計

純純純純　　　　資  産  合  計資  産  合  計資  産  合  計資  産  合  計

（平成18年3月31日）

構成比 金　　額

資資資資 本本本本 合合合合 計計計計

負負負負 債債債債 ・・・・ 資資資資 本本本本 合合合合 計計計計

－単体４－



当中間会計期間 前中間会計期間 前事業年度の要約損益計算書

科　　　目

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売売売売 上上上上 高高高高 75,48075,48075,48075,480 100.0100.0100.0100.0 68,20568,20568,20568,205 100.0100.0100.0100.0 7,2747,2747,2747,274 10.710.710.710.7 153,166153,166153,166153,166 100.0100.0100.0100.0

売 上 原 価 60,992 80.880.880.880.8 54,155 79.4 6,837 12.6 122,709 80.1

売 上 総 利 益 14,488 19.219.219.219.2 14,050 20.6 437 3.1 30,457 19.9

販売費及び一般管理費 13,282 17.617.617.617.6 13,013 19.1 269 2.1 26,545 17.3

営営営営 業業業業 利利利利 益益益益 1,2061,2061,2061,206 1.61.61.61.6 1,0371,0371,0371,037 1.51.51.51.5 168168168168 16.316.316.316.3 3,9113,9113,9113,911 2.62.62.62.6

営 業 外 収 益 1,238 1.61.61.61.6 1,210 1.8 28 2.3 2,135 1.4

営 業 外 費 用 34 0.00.00.00.0 34 0.1 0 1.4 69 0.0

経経経経 常常常常 利利利利 益益益益 2,4092,4092,4092,409 3.23.23.23.2 2,2132,2132,2132,213 3.23.23.23.2 196196196196 8.98.98.98.9 5,9775,9775,9775,977 3.93.93.93.9

特 別 利 益 157 0.20.20.20.2 538 0.8 △ 381 △ 70.8 539 0.4

特 別 損 失 136 0.20.20.20.2 905 1.3 △ 769 △ 85.0 1,413 0.9

税 引 前 中 間
（ 当 期 ） 純 利 益 2,430 3.23.23.23.2 1,846 2.7 584 31.6 5,103 3.3

法 人 税 、 住 民 税
及 び 事 業 税 1,025 1.41.41.41.4 906 1.3 118 13.1 1,813 1.2

法 人 税 等 調 整 額 △ 132 △ 0.20.20.20.2 △ 312 △ 0.5 180 △ 57.6 364 0.2

中中中中 間間間間 (((( 当当当当 期期期期 )))) 純純純純 利利利利 益益益益 1,5381,5381,5381,538 2.02.02.02.0 1,2521,2521,2521,252 1.81.81.81.8 285285285285 22.822.822.822.8 2,9242,9242,9242,924 1.91.91.91.9

金　　額

自　平成１７年４月　１日
至　平成１８年３月３１日

自　平成１７年４月　１日
至　平成１７年９月３０日

金　　額

（２）中間損益計算書

対前中間期比

増　　　　減

比　率百分比百分比

自　平成１８年４月　１日
至　平成１８年９月３０日

百分比金　　額 金　　額

－単体５－



当中間会計期間（自平成１８年４月１日　至平成１８年９月３０日） （単位：百万円）

任意
積立金

繰越利益
剰余金

6,459 8,719 －　 8,719 1,614 80,400 3,302 85,317 △94 100,401 

中間会計期間中の変動額

任意積立金の積立て　　(注） －　 －　 －　 －　 －　 1,500 △1,500 －　 －　 －　

剰余金の配当　　　　　(注） －　 －　 －　 －　 －　 －　 △758 △758 －　 △758 

中間純利益 －　 －　 －　 －　 －　 －　 1,538 1,538 －　 1,538 

自己株式の取得 －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 △5 △5 

自己株式の処分 －　 －　 0 0 －　 －　 －　 －　 0 0 

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額） －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　 －　

中間会計期間中の変動額合計 －　 －　 0 0 －　 1,500 △720 779 △4 774 

6,459 8,719 0 8,719 1,614 81,900 2,581 86,096 △99 101,176 

そ　の　他
有 価 証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

707 707 101,108 

中間会計期間中の変動額

任意積立金の積立て　　(注） －　 －　 －　

剰余金の配当　　　　　(注） －　 －　 △758 

中間純利益 －　 －　 1,538 

自己株式の取得 －　 －　 △5 

自己株式の処分 －　 －　 0 

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額） △129 △129 △129 

中間会計期間中の変動額合計 △129 △129 644 

577 577 101,753 

（注） 平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

株主資本
合計

純資産
合計

資本金 利益
準備金

利益
剰余金
合計

自己株式その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

資本
準備金

平成１８年３月３１日　残高

平成１８年９月３０日　残高

評価・換算差額等

（３）中間株主資本等変動計算書

平成１８年３月３１日　残高

平成１８年９月３０日　残高

その他利益剰余金

株主資本

利益剰余金資本剰余金
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（　中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項　）

１．資産の評価基準及び評価方法
（１）有 価 証 券

子会社及び関連会社株式 移動平均法による原価法

そ の 他 有 価 証 券
　①時価のあるもの 中間決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
　移動平均法により算定）

　②時価のないもの 移動平均法による原価法

（２）た な 卸 資 産
製 品 先入先出法による原価法
原 材 料 ・ 貯 蔵 品 最終仕入原価法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産 定　率　法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ７年～50年
機械及び装置 10年～17年
工具器具及び備品 ２年～15年

無 形 固 定 資 産 定　額　法

３．引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金 　金銭債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

賞 与 引 当 金 　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支
給見込額のうち当中間会計期間の負担額を計上しております。

退 職 給 付 引 当 金 　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職
給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間会計期間末に
おいて発生していると認められる額を計上しております。
　過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内
の一定の年数(5年)による定額法により費用処理しております。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法によ
り按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度より費用処理するこ
ととしております。

役員退職慰労金引当金 　役員の退職慰労金の支給に備えるため、当社支給内規に基づ
く当中間会計期間末要支給見積額を計上しております。

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、中間決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。
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５．リ－ス取引の処理方法 リ－ス物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外の
ファイナンス・リ－ス取引については、通常の賃貸借取引に係
る方法に準じた会計処理によっております。

６．ヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法
　為替予約が付されている外貨建営業債権については、振当処理を行っております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象
　ヘッジ手段　…　デリバティブ取引（為替予約取引）
　ヘッジ対象　…　為替相場変動による損失の可能性があるもの
③ヘッジ方針
　将来の為替相場変動によるリスク回避を目的としており、投機的な取引は行わない方針であります。
④ヘッジの有効性評価の方法
　ヘッジの有効性を確保できるような為替予約取引の利用を行っております。
⑤その他
　取引権限及び取引限度額等を定めた社内ル－ルに従い、これを行っております。

７．消費税等の会計処理 税抜方式によっております。

（中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更）
貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

　当中間会計期間より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号
平成17年12月9日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会
計基準適用指針第８号　平成17年12月9日）を適用しております。
　これまでの資本の部の合計に相当する金額は101,753百万円であります。
　なお、当中間会計期間における中間貸借対照表の純資産の部については、中間財務諸表等規則の改
正に伴い、改正後の中間財務諸表等規則により作成しております。
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（　注記事項　）

１．中間貸借対照表関係 当中間会計期間末 前中間会計期間末 前事業年度末
(1)有形固定資産の減価償却累計額 39,705 百万円 37,619 百万円 37,983 百万円
(2)保証債務残高 16,867 百万円 15,905 百万円 17,296 百万円
(3)輸出手形割引残高 29 百万円 24 百万円 37 百万円
(4)受取手形に含まれる期末日満期手形
　　　中間会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。
　　なお、当中間会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の中間会計期間末日満期手形が中間
　　会計期間末残高に含まれております。

受取手形　1,336 百万円

２．中間損益計算書関係 当中間会計期間 前中間会計期間 前事業年度
(1)営業外収益の主要項目

受 取 利 息 73 百万円 69 百万円 144 百万円
有 価 証 券 利 息 174 百万円 95 百万円 204 百万円
受 取 配 当 金 710 百万円 729 百万円 861 百万円
為 替 差 益 21 百万円 74 百万円 166 百万円

(2)特別利益の主要項目
投資有価証券売却益 － 百万円 437 百万円 441 百万円

(3)特別損失の主要項目
固 定 資 産 除 却 損 84 百万円 56 百万円 201 百万円
減 損 損 失 － 百万円 27 百万円 27 百万円
ア フ タ ー サ ー ビ ス
引 当 金 繰 入 － 百万円 800 百万円 － 百万円

(4)減価償却実施額
有 形 固 定 資 産 1,968 百万円 2,175 百万円 4,970 百万円
無 形 固 定 資 産 98 百万円 87 百万円 175 百万円

3.中間株主資本等変動計算書関係
当中間会計期間（自　平成18年4月1日　至　平成18年9月30日）

　自己株式の種類及び株式数に関する事項
前事業年度末株式数

(千株）
普通株式(注) 35  

合計 35  

　　　減少０千株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

4．リ－ス取引関係
EDINETにより開示を行うため記載を省略しております。

5．有価証券関係
子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。

6．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

36  
36  

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取りによる増加であり、

当中間会計期間
増加株式数(千株)

当中間会計期間
減少株式数(千株)

当中間会計期間末株式数
(千株)

1  
1  

0  
0  
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